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都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会

地
区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第

60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農

業
者
大
会
」
を
平
成
31
年
２
月

22
日
（
金
）
、
午
後
１
時
よ
り

昭
島
市
の
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー

ル
（
昭
島
市
民
会
館
）
に
て
開

催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
「
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
」
や
「
都

市
農
業
振
興
と
農
地
保
全
に
関

す
る
要
望
」
、
「
農
業
委
員
会
活

動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決

議
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
企

業
的
農
業
経
営
顕
彰
や
農
業
後

継
者
顕
彰
、
功
労
者
等
の
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
な
ら
び
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
各
位
の
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

第
60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
全
国
で
災
害
が
相
次

ぎ
、
天
候
も
異
常
で
し
た
。
今

年
は
明
る
い
年
に
な
る
と
い
い

で
す
ね
。

　

新
年
２
月
に
東
京
都
都
市
計

画
審
議
会
に
対
し
て
土
地
利
用

調
査
特
別
委
員
会
が
行
う
予
定

の
報
告
は
、
基
本
的
考
え
方
や

方
針
を
述
べ
た
後
「
将
来
像
を

実
現
す
る
主
な
取
組
」
を
15
件

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
件
目
か
ら
４
件
目
ま

で
は
、
特
定
街
区
や
総
合
設
計

で
は
な
く
、
緑
地
や
農
地
に
つ

い
て
の
項
目
で
す
。
都
市
計
画

や
土
地
利
用
計
画
の
計
画
で
、

緑
地
や
農
地
に
重
点
が
置
か
れ

る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
３
年
前
の
都
市
農

業
基
本
法
の
成
立
以
来
、
生
産

緑
地
法
、
都
市
計
画
法
な
ど
が

次
々
と
改
正
さ
れ
、
大
都
市
に

お
け
る
農
業
の
重
要
性
が
き
ち

ん
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
し
、

人
々
の
意
識
も
、
身
近
な
と
こ

ろ
の
農
業
を
大
切
に
思
う
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
、
東
京
の
農
業
者
の

皆
さ
ん
が
新
鮮
な
農
産
物
を
提

供
し
て
き
た
努
力
が
評
価
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代

の
変
化
を
具
体
的
な
政
策
と
し

て
定
着
さ
せ
て
い
く
年
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
農
業
委
員

会
と
農
業
会
議
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

花壇苗の生産や出荷について説明する西村さん

青山会長

新
年
に
あ
た
っ
て（

一
社
）
東
京
都
農
業
会
議 

会
長　

青
山　

佾

　

都
農
業
会
議
は
11

月
26
日
～
27
日
に
か

け
て
、
大
阪
府
農
業

会
議
（
中
谷
清
会
長
）

の
協
力
を
得
て
、
大

伝統野菜の生産について説明する西野氏

大
阪
府
の
農
業
委
員
会
活
動
な
ど
を
研
究

東
京
都
と
大
阪
府
で
計
72
農
委
会
・
約
１
４
０
人
が
参
加

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会
開
く

阪
市
に
て
農
業
委
員
会
会
長
研
究

集
会
を
開
き
、
都
内
お
よ
び
大
阪

府
内
の
農
業
委
員
会
長
な
ど
約

１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
最
初
に
都
内
の
農

業
委
員
会
長
を
対
象
に
、
大
阪
府

の
農
業
や
農
業
委
員
会
活
動
の
概

要
に
つ
い
て
府
農
業
会
議
の
鈴
木

成
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
大
阪
府
内
の
農
業
委
員

会
長
な
ど
と
合
同
の
研
修
会
と
し

て
、
都
農
業
会
議
か
ら
都
内
の
農

業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
説
明

し
、
三
鷹
市
と
東
大
和
市
か
ら
活

動
事
例
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
阪
府
農
業
経
営
者
会
議
理

事
の
南
保
次
氏
よ
り
都
市
地
域
に

お
け
る
農
業
経
営
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
全
面
市
街
化
区
域

で
あ
る
大
阪
市
に
お
い
て
、
伝
統

野
菜
を
生
産
す
る
西
野
孝
仁
氏
、

花
壇
苗
を
生
産
す
る
西
村
友
宏
氏

の
経
営
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

都市地域での農業経営について話す
南氏（左）

東
京
都
農
業
会
議
情
報

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
６
８
号　

平
成
31
年
1
月

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６
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第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

　

12
月
17
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。

報
告

　

①
経
過
報
告
と
当
面
の
会
議

開
催
計
画
を
報
告
②
11
月
の
農

地
法
第
４
条
・
第
５
条
の
農
地

転
用
許
可
状
況
を
東
京
都
よ
り

報
告
を
し
、
③
12
月
の
農
地
中

間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利
用

配
分
計
画
の
決
定
お
よ
び
使
用

収
益
権
の
設
定
を
本
会
か
ら
報

告
し
ま
し
た
。

協
議

　

①
２
月
22
日
（
金
）
開
催
の

第
60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
開
催
要
領
を
決
定

し
、
②
第
45
回
農
業
委
員
会
等

功
労
者
表
彰
受
賞
者
を
決
定
③

常

設

審

議

委

員

会

だ

よ

り
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

の
状
況
を
報
告
し
、
④
第
34
回

納
税
猶
予
適
正
化
協
議
会
の
状

況
を
説
明
⑤
特
定
生
産
緑
地
制

度
説
明
会
の
開
催
、
農
作
物
栽

培
高
度
化
施
設
関
係
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
都
議
会

第
４
回
定
例
会
で
の
農
業
振
興

に
関
す
る
質
疑
と
知
事
か
ら
の

答
弁
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
12
月
19
日
に
、

あ
き
る
野
市
農
業
委
員
会
（
甲
野

富
和
会
長
）
の
協
力
を
得
て
、
同

市
に
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
現
地
研
究
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
都
農
業
会
議
か
ら
農

地
流
動
化
に
お
け
る
農
業
委
員
会

の
役
割
や
活
動
、
農
地
制
度
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
あ
き
る
野
市
農
業
委
員

会
か
ら
同
市
の
農
業
の
概
要
や
農

業
委
員
会
活
動
、
農
地
流
動
化
に

つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
と
し
て
、
新
規
就
農

者
の
長
屋
太
幹
氏
、
工
藤
健
一
氏

の
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。
２
人

と
も
共
同
直
売
所
と
学
校
給
食
へ

の
出
荷
を
主
軸
と
し
た
農
業
を
営

ん
で
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
法
人
参
入
を
し
た
生
活

あ
き
る
野
市
の
農
地
流
動
化
の
取
組
を
研
究

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
現
地
研
究
会
開
く

農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た
施
策
推
進
な
ど
決
議

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

重
点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
の
経
営
を

見
学
し
、
農
場
責
任
者
の
冨
澤
廉

氏
と
農
場
長
の
小
澤
揚
徳
氏
か

ら
、
直
営
農
場
や
農
業
体
験
農
園

の
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。

の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

集
会
で
は
「
農
地
利
用
の
最
適

化
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
農
業
委
員
会
活

動
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
や
国
へ

の
要
請
事
項
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
終
了
後
、
東
京
の
参
加

者
は
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
移

動
し
、
東
京
都
内
選
出
の
国
会
議

員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し

た
。
６
人
の
衆
議
院
議
員
が
出
席

し
、
東
京
農
業
を
め
ぐ
る
幅
広
い

課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
農
地
管
理
・
流
動
化
推

進
月
間
を
８
月
～
10
月
に
設
定
し
、

都
内
農
業
委
員
会
で
一
斉
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

青
梅
市
で
は
、
生
産
緑
地
と
農

用
地
区
域
の
全
筆
調
査
を
実
施
し
、

農
用
地
区
域
に
つ
い
て
は
、
意
向

調
査
に
よ
っ
て
農
地
中
間
管
理
事

業
に
よ
る
利
用
権
設
定
に
結
び
つ

け
て
い
ま
す
。
清
瀬
市
で
は
、
生

産
緑
地
に
つ
い
て
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
農
業

委
員
が
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布

し
特
定
生
産
緑
地
制
度
な
ど
の
周

知
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
施

行
に
よ
り
生
産
緑
地
の
貸
借
に
よ

る
利
用
促
進
が
可
能
と
な
り
、
農

委
会
の
役
割
が
一
層
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
月
間
中
に
は
都
内
全
域

で
農
委
・
推
進
員
３
７
０
０
件
以

上
の
活
動
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
、
（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
（
二
田
孝
治
会
長
）
の

主
催
に
よ
り
、
全
国
農
業
委
員
会

会
長
代
表
者
集
会
が
港
区
の
メ
ル

パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。
東
京
か
ら
は
21
区
市
町

あきる野市の新規就農者や農業法人の経営を研究した

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動
や

制
度
の
概
要
な
ど
を
研
究

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
21
日
に

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
を

開
き
、
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
職
員
、

加
入
推
進
員
（
農
業
委
員
）
な
ど

37
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
の
認
定
農
業
者
で
あ
る

近
藤
剛
氏
に
よ
る
講
演
で
は
、
農

業
者
が
社
会
保
障
を
自
ら
で
判

断
・
選
択
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

触
れ
、
夫
婦
で
加
入
を
し
て
い
る

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
節
税
の

た
め
、
将
来
の
安
心
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
社
会
保
障
で
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。

参加した農委会長らは都選出の国会
議員と意見交換をした
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業
を
通
し
た
市
民
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
落
花
生
ウ
ォ
ー

ク
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
農
業
者
と
の
「
ふ
れ

あ
い
の
場
」
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
都
市
農
業
に
対
す
る
理

解
や
潤
い
を
も
た
ら
す
環
境
な

ど
多
様
な
機
能
を
持
つ
農
地
を

協
働
で
保
全
し
て
い
く
目
的
の

「
農
地
ウ
ォ
ー
ク
」
と
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
落
花
生
で
あ
る
「
は
っ
！

ぴ
ー
☆
ナ
ッ
ツ
」
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
平
成
25
年
か
ら
、
同
市
農
業

委
員
会
・
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
・
市

内
農
業
者
の
協
力
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
10
月
２
日

に
開
催
し
農
地
の
見
学
や
落
花

生
の
掘
り
取
り
体
験
、
落
花
生

を
使
用
し
た
給
食
の
試
食
会
を

行
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
と
農
業
者
と
の
意

見
交
換
会

　

都
内
区
市
農
業
委
員
会
で
は
、

新
た
な
都
市
農
地
制
度
へ
の
対

応
や
、
広
く
農
業
者
の
要
望
を

聞
く
た
め
農
業
委
員
会
と
農
業

者
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

町
田
市
農
業
委
員
会
は
、
農

家
座
談
会
を
開
催
し
、
農
業
者

や
農
地
所
有
者
10
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事

務
局
、
町
田
市
土
地
利
用
調
整

課
の
職
員
が
出
席
し
農
業
者
ら

と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

多
摩
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業

者
と
農
業
委
員
会
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
農
業
者
や
農
地
所
有

者
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

多
摩
市
の
農
業
の
現
状
や
都

市
農
地
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
説
明
を
し
た
後
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

情
報
提
供
活
動

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　

東
京
都
の
44
農
業
委
員
会
の

う
ち
、
40
農
業
委
員
会
が
農
業

委
員
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委
員
会
が

工
夫
を
凝
ら
し
た
誌
面
を
作
成

し
、
農
業
委
員
会
活
動
や
制
度

の
紹
介
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お

知
ら
せ
な
ど
を
農
業
者
だ
け
で

な
く
市
民
に
も
広
く
提
供
し
て

い
ま
す
。
市
内
農
業
者
へ
の
配

布
に
加
え
市
役
所
や
公
民
館
の

窓
口
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
農
業
委
員
会
は
「
む

さ
し
農
」
と
い
う
名
称
で
、
年

に
２
回
、
１
０
０
０
部
ず
つ
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
や
農
業
委
員
会
活
動
に

つ
い
て
、
市
内
産
野
菜
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
の
紹
介
、
「
農
家
見
学

会
」
や
「
市
民
農
園
栽
培
コ
ン

ク
ー
ル
」
な
ど
を
掲
載
す
る
ほ

か
「
生
産
者
の
笑
顔
」
と
題
し
て
、

市
内
農
業
者
を
紹
介
す
る
コ
ラ

ム
を
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

東
大
和
市
農
業
委
員
会
は
、

平
成
30
年
よ
り
新
し
く
「
農
の

人
」
と
い
う
名
称
で
、
年
に
２
回
、

１
０
０
０
部
ず
つ
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

写
真
を
多
く
使
用
し
、
市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
や
直

売
所
の
情
報
な
ど
の
掲
載
に
加

え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

　

小
金
井
市
農
業
委
員
会
は
、

都
市
農
地
を
巡
る
制
度
が
大
き

く
変
わ
る
な
か
、
更
な
る
連
携

の
強
化
を
目
的
に
農
業
委
員
会

と
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
10
人
と
市
議
会
の

総
務
企
画
委
員
会
に
所
属
す
る

８
人
な
ど
が
参
加
し
、
都
市
農

地
の
見
学
や
野
菜
の
収
穫
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
ほ
ぼ
地

場
産
の
食
材
の
み
で
作
ら
れ
た

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
食
材
を
楽
し
み

つ
つ
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
は
「
実
際
に

農
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
農
業

の
魅
力
や
都
市
に
お
け
る
農
地

の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

立
川
市
農
業
委
員
会
は
、
農

地
の
適
正
管
理
の
推
進
に
よ
り

農
地
の
最
適
化
の
推
進
を
図
る

た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
年

３
回
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に

は
農
業
経
営
部
会
、
12
月
に
は

土
地
利
用
部
会
と
作
業
を
分
担

し
、
効
率
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
お
り
、
９
月
に
は
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
全
員
で
農
地
利
用
状
況
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
続
税
等
納
税
猶
予
制
度
適

用
農
地
、
生
産
緑
地
を
対
象
に

管
理
不
十
分
な
農
地
や
過
去
の

パ
ト
ロ
ー
ル
で
経
過
観
察
と
し

た
農
地
な
ど
を
重
点
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
改
善
を
要
す
る
農

地
な
ど
に
つ
い
て
は
口
頭
指
導

お
よ
び
文
書
指
導
を
し
、
改
善

を
促
し
て
い
ま
す
。

市
民
と
の
交
流
活
動

　

福
生
市
農
業
委
員
会
は
、
農

農
業
委
員
会
活
動
特
集

多摩市の現状や都市農地の情勢について
意見を交換した

農業委員や市議会議員など 20 人以上が参加した

市民など 46 人が参加し落花生の掘り取りなどをした
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農
業
者
と
市
民
を
結
ぶ
活
動

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会
な
ど
が
共
催

八
丈
町
の
農
業
経
営
を
研
究

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
法
人
交
流
会
in
八
丈
島
開
く

法
人
化
に
よ
る
農
業
経
営
や
農
業
参
入
を
研
究

農
業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会
開
く

２
月
～
３
月
の
日
程

２
・
１ 

㈮ 

組
織
・
活
動
研

２
・
５ 

㈫ 

農
委
会
活
動
研

２
・
８ 

㈮ 

組
織
・
活
動
研

２
・
18 

㈪ 

理
事
会

２
・
18 

㈪ 

常
設
委
員
会

２
・
18 

㈪ 

大
会
運
営

２
・
22 

㈮ 

農
委
会
大
会

２
・
28 

㈭ 

中
間
管
理
会
議

３
・
１ 

㈮ 

主
任
職
員
協

３
・
19 

㈫ 

通
常
総
会

３
・
19 

㈫ 

常
設
委
員
会

農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
と
都
農

業
会
議
は
、
と
も
に
連
携
し
て

都
内
の
消
費
者
に
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
に
は
東
京
都
消
費

者
月
間
実
行
委
員
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
小
金
井
市
内
に
お
い

て
農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

都
内
全
域
か
ら
40
人
の
消
費

者
が
参
加
し
、
小
金
井
市
農
業

経
営
者
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り

同
ク
ラ
ブ
の
会
員
農
家
が
野
菜

や
花
き
を
生
産
す
る
ほ
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
見
学
終

了
後
に
は
集
会
施
設
に
お
い
て

市
内
農
家
と
参
加
者
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

食
と
農
セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
４
日
に
は
、
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
東
京
都
消
費

者
月
間
実
行
委
員
会
な
ら
び
に

（
公
財
）
東
京
都
農
林
水
産
振
興

財
団
と
の
共
催
に
よ
り
「
食
と

農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

都
内
の
農
業
者
と
消
費
者
が

交
流
し
な
が
ら
共
に
学
ぶ
場
を

つ
く
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
あ
わ
せ
て
１
４
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
松
永
和
紀
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
「
食
は
科
学
で
考
え
る
～

そ
の
情
報
ホ
ン
ト
？
！
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

松
永
さ
ん
は
、
消
費
者
が
考

え
て
い
る
食
の
安
全
に
関
す
る

リ
ス
ク
に
は
誤
り
も
多
い
こ
と

を
指
摘
し
、
現
在
で
は
農
薬
に

つ
い
て
問
題
視
す
る
よ
り
も
天

然
の
毒
物
や
微
生
物
に
注
意
す

べ
き
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
者
と
消
費
者
の
間
に
あ
る

意
識
の
溝
を
埋
め
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

後
半
は
参
加
者
を
10
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
農

業
者
と
消
費
者
が
自
由
に
意
見

取
組
に
つ
い
て
話
し
を
聞
き
、

現
地
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
法
人
協
会
（
北

島
一
夫
会
長
）
は
関
東
都
県
農

業
法
人
協
会
と
公
益
社
団
法
人

日
本
農
業
法
人
協
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
11
月
19
日
～
20
日
に

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
法
人
交
流

会
in
八
丈
島
を
開
き
、
関
東
都

県
内
の
農
業
法
人
経
営
者
な
ど

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
産
ヒ
サ
カ
キ
生
産
者
の
奥

山
完
己
氏
、
八
丈
島
乳
業
株
式

会
社
、
観
葉
鉢
物
生
産
者
の
菊

池
國
仁
氏
の
取
り
組
み
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
農
薬
や
野

菜
の
栽
培
方
法
の
話
を
率
直
に

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

（
一
社
）
都
農
業
会
議
で
は
、

12
月
４
日
と
20
日
の
両
日
に
「
農

業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸

借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会
」
を

八
王
子
市
で
開
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
福
祉
事
業
と
農
業

参
入
を
テ
ー
マ
に
「
農
業
経
営

に
伴
う
法
人
化
の
留
意
点
」
に

つ
い
て
岩
崎
紗
矢
佳
弁
護
士
に

よ
る
講
演
会
、
続
い
て
八
王
子

市
に
農
業
参
入
し
た(

株)

グ
ッ

ド
ホ
ー
ム
の
登
坂
信
美
代
表
（
４

日
）
、
合
同
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｅ
の
山
口
尚
子
業
務
執
行
社

員
（
20
日
）
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

市内農地を見学後、農業者と消費者の
意見交換会を開催した

玉石垣について説明をする菊池國仁氏

現地研究で借り受けた農地の利用状況を説明
する ( 株 ) グッドホームの登坂信美代表

食の安全について講演する松永和紀さん




